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９
月
23
日
、
三
遠
南
信

自
動
車
道
青
崩
峠
ト
ン
ネ

ル
な
ど
で
９
月
例
会
を
開

き
ま
し
た
。
三
遠
南
信
交
流
会
も
兼
ね
て
、
三
遠

南
信
道
の
沿
線
に
あ
た
る
一
般
社
団
法
人
浜
松
青

年
会
議
所
と
一
般
社
団
法
人
豊
橋
青
年
会
議
所
の

メ
ン
バ
ー
も
参
加
。
L
O
M
同
士
の
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
三
遠
南
信
道
が
持
つ
広
域
交
通
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
の
価
値
や
、
地
域
経
済
・
観
光
振
興
へ

の
波
及
効
果
を
学
び
ま
し
た
。

　

例
会
で
は
、
そ
ら
さ
ん
ぽ
天
龍
峡
、
氏
乗
I
C
、

青
崩
峠
ト
ン
ネ
ル
を
飯
田
国
道
事
務
所
の
協
力
の

も
と
、
視
察
し
ま

し
た
。
青
崩
峠
ト

ン
ネ
ル
の
視
察
で

は
、
実
際
に
県
境

を
ま
た
ぐ
体
験
を

通
じ
て
、
長
く
山

で
隔
て
ら
れ
て
き

た
三
遠
南
信
地
域

が
、
道
路
開
通
に

よ
っ
て
距
離
も
時

間
も
縮
ま
り
、
さ

ら
に
人
と
地
域
の

つ
な
が
り
そ
の
も

の
が
ぐ
っ
と
近
く

な
る
こ
と
を
強
く

実
感
で
き
ま
し
た
。

　

J
C
に
所
属
す

る
青
年
経
済
人
は
、

三
遠
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交
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会
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９
月
例
会
で
は
、
三
遠

南
信
自
動
車
道
に
関
連
す

る
整
備
現
場
を
巡
り
、
開

通
に
よ
っ
て
広
が
る
物
流
・
観
光
面
で
の
可
能
性

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
当
日
は
、
飯
田
・
浜
松
・

豊
橋
の
３
L
O
M
が
参
加
し
、
現
場
で
の
説
明
を

通
じ
て
広
域
圏
が
一
体
と
な
っ
て
成
長
し
て
い
く

た
め
の
視
点
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
川
路
の
コ
コ
リ
ズ
ム
に
会
場
を
移
し
、

３
L
O
M
の
活
動
報
告
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
各
地
域
の
特
色
や
課
題
、
互
い
の
強
み
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
価
値
や
、
こ
れ
か
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会
で
は
、
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自
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車
道
に
関
連
す

る
整
備
現
場
を
巡
り
、
開

通
に
よ
っ
て
広
が
る
物
流
・
観
光
面
で
の
可
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に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
当
日
は
、
飯
田
・
浜
松
・

豊
橋
の
３
L
O
M
が
参
加
し
、
現
場
で
の
説
明
を

通
じ
て
広
域
圏
が
一
体
と
な
っ
て
成
長
し
て
い
く

た
め
の
視
点
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
川
路
の
コ
コ
リ
ズ
ム
に
会
場
を
移
し
、

３
L
O
M
の
活
動
報
告
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
各
地
域
の
特
色
や
課
題
、
互
い
の
強
み
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
価
値
や
、
こ
れ
か

来
た
る
リ
ニ
ア
・

三
遠
南
信
時
代
に

お
い
て
、
地
域
経

済
の
中
核
を
担
う

存
在
と
な
り
ま

す
。本
例
会
で
は
、

三
遠
南
信
自
動
車

道
の
整
備
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
ど

の
よ
う
な
可
能
性

を
も
た
ら
す
の
か

を
改
め
て
見
つ
め

直
し
、
地
元
で
の

活
用
を
具
体
的
に

考
え
る
貴
重
な
学

び
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者

一
人
ひ
と
り
が
、

地
域
の
未
来
を
自

ら
の
手
で
形
づ
く

る
た
め
の
視
点
と

気
づ
き
を
得
ら
れ

た
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

ら
の
J
C
活
動
の
方
向

性
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
懇
親

が
深
ま
り
メ
ン
バ
ー
同

士
の
つ
な
が
り
も
深
ま

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
を
通
じ

て
、
三
遠
南
信
地
域
の

発
展
は
私
た
ち
青
年
世

代
が
主
体
的
に
向
き
合

う
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
３
L
O
M
で

の
連
携
を
大
切
に
し
、

新
た
な
挑
戦
へ
と
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ら
の
J
C
活
動
の
方
向

性
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
懇
親

が
深
ま
り
メ
ン
バ
ー
同

士
の
つ
な
が
り
も
深
ま

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
を
通
じ

て
、
三
遠
南
信
地
域
の

発
展
は
私
た
ち
青
年
世

代
が
主
体
的
に
向
き
合

う
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
３
L
O
M
で

の
連
携
を
大
切
に
し
、

新
た
な
挑
戦
へ
と
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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10
月
例
会
が
10
月
26
日

㈰
、
飯
田
市
龍
江
地
区
を

中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
は
、地
元
在
住
の
外
国
人
の
方
々

と
と
も
に
、
南
信
州
の
魅
力
を
体
験
す
る
交
流
会

を
通
し
、
国
際
交
流
に
お
け
る
J
C
メ
ン
バ
ー
の

資
質
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
天
竜
川
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
お

こ
な
う
中
で
、
ま
ず
は
参
加
者
同
士
が
打
ち
解
け

合
う
き
っ
か
け
を
作
り
ま
し
た
。
続
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て
、
飯
田

焼
き
肉
の
タ
レ
作
り
体
験
を
お
こ
な
い
、
互
い
の

国
の
料
理
や
味
の
好
み
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
、

楽
し
く
交
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を
図
り
ま
し
た
。
最
後
に
全
体
を
振
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南
信
州
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
事
業
が
５
月

か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客
の
増
加
を

地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
、
南
信
州
の
魅
力
を

よ
り
強
力
に
、
持
続
的
に
発
信
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
た
。
全
４
回
に
わ
た
る
「
南
信

州
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
会
議
」
を
軸
に
、
行
政
・

企
業
・
若
者
世
代
な
ど
、
総
勢
32
名
の
皆
様
と
と

も
に
、
事
業
を
推
進
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
地
域
全
体
で
外
国
人
観
光
客
を
迎
え

入
れ
る
体
制
を
強
化
す
べ
く
、
新
た
な
観
光
プ
ラ

ン
を
造
成
し
ま
し
た
。
実
際
に
外
国
人
ゲ
ス
ト
ら

を
招
い
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
も
実
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し
、
南
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の
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地
域
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が
「
世
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に
通
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る
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あ
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こ
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を
再
確
認
し
ま
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英
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業
者
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が
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ま
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、
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も
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た
。
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、
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、
楽
し
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間
を
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中
で
は
、
文
化
や
言
語
、
国
の
違
い
を
忘
れ
、
心

が
通
い
合
う
嬉
し
さ
や
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
南
信
州
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
委

員
会
が
担
当
す
る
最
後
の
例
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

一
年
を
通
し
て
進
め
て
き
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

の
取
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組
み
に
お
い
て
、
観
光
客
と
現
地
の
人
々

と
の
交
流
は
、
か
け
が
え
の
な
い
地
域
の
魅
力
に

な
り
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る
と
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め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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返
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ま
っ
た
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
、
持
続
可
能
な
地

域
発
展
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
世
界
で
輝
く
南
信
州

を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
っ
た
」
と
の
声
を
い
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だ
き
、
持
続
可
能
な
地

域
発
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に
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た
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き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
世
界
で
輝
く
南
信
州

を
目
指
し
て
活
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。
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私達の活動に参加してみませんか？
飯田JC会員募集中

地域の未来！
明るい豊かな南信州のために
子供達の笑顔のために
自ら学びプロジェクトを

企画します

自身の成長！
世界に広がるJC活動の機会
自ら作るJC活動の機会
JCだけの挑戦ができます

共に活動する仲間！
共に活動するメンバー

世界中で活躍するメンバー
他にはない繋がりができます
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は
、
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定
や
対
話
を
必
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と
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ネ
ス
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ム
を
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て
、
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加
者
が
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課
題

を
見
つ
け
、
協
働
し
な
が
ら
解
決
策
を
導
く
経
験

を
得
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
行

動
宣
言
に
具
体
性
を
も
た
ら
し
、
成
長
を
実
感
で

き
る
大
き
な
契
機
と
な
り
ま
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た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
業
種
・
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を
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ず
多
様

　

飯
田
青
年
会
議
所 

Ｌ
ｅ

ａ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
委
員
会
で
は
、

本
年
度
、
南
信
州
に
お
け

る
〝
輝
く
リ
ー
ダ
ー
〞
の
育
成
を
目
的
と
し
、「
Ｌ

ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
事
業
」
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
異
業
種
交
流
会
、Ｌ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ

ｈ
ｉ
ｐ
Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
、Ｌ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｕ

ｍ
へ
と
つ
な
が
る
一
貫
し
た
学
び
の
導
線
を
設
計

し
、
参
加
者
が
主
体
的
に
考
え
、
行
動
へ
移
す
力

を
養
う
こ
と
を
目
指
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

中
心
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
ダ
ー

ズ
」
で
は
、
意
思
決
定
や
対
話
を
必
要
と
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
参
加
者
が
自
ら
課
題

を
見
つ
け
、
協
働
し
な
が
ら
解
決
策
を
導
く
経
験

を
得
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
行

動
宣
言
に
具
体
性
を
も
た
ら
し
、
成
長
を
実
感
で

き
る
大
き
な
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
業
種
・
規
模
を
問
わ
ず
多
様

な
企
業
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
、
飯
田
青
年
会
議

所
の
存
在
と
取
り
組
み
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
同
士
の
交
流
を
通

じ
て
新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、
地
域
に
「
輝

き
の
連
鎖
」
が
広
が
り
始
め
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
事
業
の
企
画
か
ら
運
営

ま
で
を
通
し
て
委
員
会
メ
ン
バ
ー
自
身
が
多
く
の

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
次
年
度
へ
向
け
た
視

座
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
未
来
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た

継
続
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
本
事
業
は
大
き
な

意
義
を
持
つ
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

な
企
業
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
、
飯
田
青
年
会
議

所
の
存
在
と
取
り
組
み
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
同
士
の
交
流
を
通

じ
て
新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
、
地
域
に
「
輝

き
の
連
鎖
」
が
広
が
り
始
め
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
事
業
の
企
画
か
ら
運
営

ま
で
を
通
し
て
委
員
会
メ
ン
バ
ー
自
身
が
多
く
の

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
次
年
度
へ
向
け
た
視

座
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
未
来
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
向
け
た

継
続
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
本
事
業
は
大
き
な

意
義
を
持
つ
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

２０２５年１０月　⑷vol.６５　No.６９６ 未　来　１０　月　号


